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あけましておめでとうございます。

鹿児島には歴史、文化などの魅力がいっぱい。今回は鹿

児島の歴史、文化、食、名所などにまつわるクイズを解き

ながら、ふるさと・鹿児島の魅力を再発見してみましょう。

今年は寅年。年の初めの恒例パズルにみんな

でトライ。
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今月号の表紙を飾る俳優・榎

木孝明さんが企画し、主役の

桐野利秋を演じている映画

。桐野利秋は改名前は中

村半次郎と名乗っていました。

天天保保山山町町ににああるる 坂坂本本龍龍馬馬新新婚婚のの旅旅 碑碑天保山町にある 坂本龍馬新婚の旅 碑

平平成成 年年 月月にに平平成成のの平成 年 月に平成の
名名水水百百選選にに選選定定さされれたた名水百選に選定された
甲甲突突池池（（ここううつつききいいけけ））甲突池（こうつきいけ）
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夏夏ごごろろ紅紅色色のの花花をを咲咲かかせせるる夏ごろ紅色の花を咲かせる
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鹿児島中央駅前にある
。鎖国の時代、

優れた技術や文化を学ぶためにイギ
リスに渡った薩摩藩の若き留学生た
ちをモチーフにしています。

プ レ ゼ ン ト
正解者の中から抽選で賞品を差し上げます。
特賞 榎木孝明さんのサイン入りカレンダー… 人
賞 かごしま水族館入館券…………………… 人
賞 維新ふるさと館入館券…………………… 人
賞 本格焼酎…………………………………… 人
賞 お楽しみ賞品…………………………… 人
応募資格 市内に住む人
申し込み はがきにパズルの答え、希望する賞、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号、かごしま市民のひろば へのご意見、ご感想を書いて、
山下町 広報課 新春パズル 係 へ（応募は 人 通） 賞の記入
がないときは 賞とします。 賞は 歳未満の人の申し込みはできません
締め切り 月 日（消印有効）
発 表 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます
正解は来月号の かごしま市民のひろば で発表

プ レ ゼ ン ト
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賞
賞
賞
賞

雄大な桜島と波静かな錦江湾を一望できる赤水展望広場

歴歴史史ロローードド““維維新新ふふるるささととのの道道””にに再再現現さされれたた武武家家屋屋敷敷。。幕幕末末のの薩薩摩摩歴史ロード“維新ふるさとの道”に再現された武家屋敷。幕末の薩摩
のの国国へへタタイイムムススリリッッププの国へタイムスリップ
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鶴丸城跡のお堀沿いに続く
。昼間は花々に囲

まれ、夜はガス灯がともるロマンチッ
クな雰囲気を醸し出す散策コースとし
て親しまれています。

郡山町の
。

絶え間なく湧き
出す水は周辺に
広がる石積みの
八重の棚田を潤
し、甲突川の源
となっていま
す。

明治維新の実現に向けて活躍
し、日本初と言われる新婚旅行

で鹿児島を訪れた
。今年の 大河ドラマ 龍馬
伝 の主人公です。

第 代藩主・
島津斉彬が進

めた
事業。造砲、造
船、製鉄、紡績、
ガラス、印刷など
の富国強兵・殖産
興業政策を行っ
た、日本で初めて
の工業コンビナー
トです。

約 年の歴史を持ち、世界一精
せい

緻
ち

なかすりと言われる鹿児島の伝統工
芸品・ 。

鹿児島はたくさんの魅力に
あふれるまち

わたしたちは鹿児島の素晴らしさを
して、多くの人に来てもらいたいと思
い、かごしま親善大使に応募しました。
県外へ に行くと、よく聞かれるの
は食や焼酎、西郷隆盛などの偉人のこ
と。しっかり答えられるように勉強し
ています。

かごしま親善大使の川 妃佳梨さん、
井手上恵さん、竹田瞳さん（左から）

鹿児島は桜島や温泉、歴史などたくさんの魅力が詰まっているまち。そん
な鹿児島をかごしま親善大使の視点で見ると、さらに新たな魅力を発見す
ることができました。
魅力あふれるまち・鹿児島の素晴らしさを伝えて、たくさんの人に鹿児島
を好きになってもらえるように、今年も 人で頑張ります。
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薩薩摩摩藩藩ががオオラランンダダのの機機械械をを導導入入ししてて建建設設ししたた洋洋式式薩摩藩がオランダの機械を導入して建設した洋式
機機械械工工場場・・旧旧集集成成館館機機械械工工場場機械工場・旧集成館機械工場

世世界界最最大大のの桜桜島島ダダイイココンンにに世界最大の桜島ダイコンに
対対ししてて、、世世界界一一小小ささいい桜桜島島対して、世界一小さい桜島
小小ミミカカンン小ミカン

市市立立美美術術館館、、県県立立博博物物館館ななどどがが立立ちち並並ぶぶ文文化化ゾゾーーンンににああるる 歴歴史史とと文文化化のの道道市立美術館、県立博物館などが立ち並ぶ文化ゾーンにある 歴史と文化の道

鹿鹿児児島島市市のの 万万都都市市達達成成のの記記念念事事業業でで昭昭鹿児島市の 万都市達成の記念事業で昭
和和 年年にに建建立立さされれたた 若若きき薩薩摩摩のの群群像像和 年に建立された 若き薩摩の群像
制制作作者者はは中中村村晋晋也也氏氏制作者は中村晋也氏
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約約 万万個個のの電電球球でで彩彩らられれるるみみななとと大大通通りり公公園園ののイイルルミミネネーーシショョンン約 万個の電球で彩られるみなと大通り公園のイルミネーション

城山の麓にある西郷隆盛
像を制作したのは、本市

出身の彫刻家 。

本場大島紬アンテナショップ東東千千石石町町ににああるる 織織姫姫館館東千石町にある 織姫館
でで魅魅力力ををで魅力を 九九州州新新幹幹線線全全線線開開業業をを来来年年春春にに控控ええるる鹿鹿児児島島中中央央駅駅九州新幹線全線開業を来年春に控える鹿児島中央駅


